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　大輪の華が夜空に咲き、ドーンという破裂音がこだまのように響き渡
る。そして見る人の歓声が湧き起る。夏の夜の花火はどうしてこんなに
人の心を感動させるのだろう。
　花火大会は全国で数えきれないほどひらかれるが「大曲の花火」は特
別だ。全国の花火師が腕を競う真剣勝負の花火大会なのだ。決められた
規格の花火で競う「課題玉」と「自由玉」、さらに音楽とのコラボレーショ
ンなど趣向を凝らした「創造花火」の一大ページェントが繰り広げられ
る。それだけではない。花火といえば夜というのが通り相場だがここで
は「昼花火の部」もある。
　今年も全国から 76万人もの人が訪れた。会場の大曲のある秋田県大
仙市の人口が 8万 8千人余りだから、市の人口がこの日一日で一挙に
10倍にも膨らむ。大曲にとって「いつもではない、特別な一日」にな
るのだ。そんな大曲の「ハレの日」の表情をとらえて作品を制作してみ
ようと思い立った。
　私は、3歳の頃から現在まで、ほとんどの夏休みを秋田県増田町（現
在の横手市）と大曲市（現在は大仙市）で過ごしてきた。だから「ふる
さと」と言っても過言ではない場所なのだ。記憶では、子供のころは見
渡す限り田畑が広がるばかりだったが、時代の移り変わりのなかで田畑
は様々な工場や会社の手に渡り、ビルの立ち並ぶ風景へと変わった。そ
して町村合併で大仙市となったが、私にとっては、というより多くの住
民にとっては昔ながらの「大曲市」という地名に捨てがたい愛着がある。
　そんな、ごく普通の地方都市にすぎない大曲は、花火大会とともにまっ
たく違う顔に変貌する。花火見物のための桟敷が組まれ、道路規制や屋
台の準備がはじまりテレビ局の取材クルーの姿があちこちに見えるなど、
浮き立つようなざわめきの街に変っていく。今年も会場のゲートから雄
物川の河川敷につくられた桟敷にたどり着くのに40分もかかるという賑
わいになった。しかし一方では、地方都市のご多聞に漏れず、地元の若
者たちは東京などへ出てしまい、少子高齢化の波が押し寄せている。
　夏休み、私が大曲に滞在するのは、土地に暮らす人達からみればほん
の「束の間」と言うべき短い時間だが、東京で暮し、学びの日を重ねる
私にとって、幼いころからの記憶を形づくった大曲は、そして夏の日の
夜空を彩る大輪の花火は、私のこころや感性と切っても切れないものに
なっているのではないかと思う。「メディア実践論」の企画を立てるこ
とになって気づいたその「仮説」を確かめに、今年はビデオカメラを手
に大曲の地に立った。そして街を歩いた。
　大曲の「特別な一日」と普通の日、つまり「ハレ」と「ケ」を通して
風土と人のつながりについて見つめてみたい、そんな思いを胸に夜空の
花火を仰ぎながら立ち尽くした。途中、一時突然の強い雨に見舞われた
が、こうした私の思いを冷ますことはなかった。
　カメラを通して見つめた「ふるさと」、大曲の夏は終わった。
　さて、私の「夏の発見」が、人のこころを動かすものになるかどうか、
いよいよ制作本番の秋を迎える。

大曲の賑わい バンドンの街の風景

　とうとうバンドンにやってきた。インドネシアの首都ジャカルタから
東南に 200キロ、西ジャワ州の州都だ。標高 700メートルほどの高原
にあり熱帯にしてはしのぎやすい。多民族国家インドネシアにあってバ
ンドンにはスンダ族が多く暮らしている。また、多くの大学や研究機関
があることから学園都市としても知られている。さらに、戦後日本が国
際社会に復帰する一歩を踏み出した「バンドン会議」で知られる地でも
ある。そのバンドンへの旅には高校時代に出会ったインドネシアの友人
との再会という目的があった
　私は過去 3回インドネシアを訪れているが、初めてインドネシアに出
かけたのは高校 2年の 11月であった。私が学んだ静岡の高校は 2年生
になると全員研修旅行に出かける。私はインドネシア行きを選んだ。そ
こで、現地の高校生に出会った。それから 3年、彼らも大学生になって
いる。「メディア実践論」の企画を考えることになって、当時出会った
高校生のその後を追うことを思い立った。彼らがどんな眼差しで日本と
日本人を見つめているのか、私たちがアジアの人々と共に生きるとはど
ういうことなのかを考えてみたいと思った。特に彼らの何人かは日本語
を学んでいるということも私の関心を引いた。
　今回再会したのは 2人。一人はバンドン市内の大学に通う女子大生、
もう一人はジャカルタに出て日本語を勉強している。しかしここで「思
わぬ出来事」に遭遇する。私がインドネシアを訪れた時はイスラム教の
断食月、ラマダンの時期にあたっていたのだ。そのため彼女たちに会え
たのは帰国の 4日前。ロケ取材の目算は大きく外れた。普段、宗教につ
いて意識することのほとんどなかった私にとってはカルチャーショック
というべきものだったが、あらためて多様な文化、価値観のアジアとい
うことについて考えさせられた。
　バンドンの街に立って多くの発見があった。どの人に会ってもみんな明るい！
　現地でインタビューした何人かに一番に言われたことは「日本人は静か
すぎるネ」ということだった。一般にインドネシア人は穏やかで怒らない
ことで知られているが、摩擦を避けていわば「防衛本能」からできるだけ
静かにしていようとする日本人とは異なり、インドネシアの人々は、摩擦や
揉め事を起こさないように明るく振る舞う術を心得ているように感じる。
穏やかというより心の器が大きいというべきではないかと思う。また、ス
ンダ族の人たちは親戚同士で寄り添って住み、家族間の絆がとても強い。
普段から周りの人たちと助け合いながら暮らすことが日常化しているのだ。
　バンドンを訪れて垣間見たインドネシアは、私たちにもっと心にゆと
りを持って、ゆっくり暮らすことを考えてみてもいいのではないかと語
りかけているように感じた。それは、現在の日本と日本人のあり方、さ
らには私たちがアジアと共に生きるということへの大事な示唆と言える
のではないかと思った。
　私の 4度目のインドネシア、バンドンでの「ひと夏の体験」だが、問
題は我が企画の制作だ。こればかりは「もっとゆったり」とはいかない。
なんとも悩みの秋だ。

秋田県大曲発・伝えたい！大輪の花火と「ふるさと」のこころ
～故郷の「ハレ」の日、「ケ」の日～

経営情報学部 2 年　佐々木 晨

もっとゆっくり、もっとゆったり・・・
―インドネシア・バンドン　2013 年夏

経営情報学部 2 年　小島 拓弥
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高校時代に出会ったインドネシアの友人との再会夜空に輝けスターマイン
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　私にとって多摩大学グローバルスタディーズ学部は第一希
望の大学であった。選んだ理由は、少人数でインタラクティ
ブに英語で幅広い学問を学べること、学生と教授や職員の距
離が近くNative	Speaker の教授が多いことなどに強い関心
を持ったからだ。入学時に私は大学生活の 4年間をただ楽し
むだけではなく、高い英語のコミュニケーション力を付けた
いと思った。
　入学して 4月に TOEIC 試験を受けたが、TOEIC の点数は
280 だった。そして、AEP（Academic	English	Program）
英語による集中講義が始まった。最初は英語を聞くのに慣れ
なかった。でも、3か月間経った時、私は英語に慣れてきた
と感じた。教授が毎回の授業の際に出してくれた課題や学習
の材料のおかげと思っている。この大学に入り、AEPや各授
業でプレゼンテーションをすることが多かった。それによっ
て私は、自分の意見を人前で言えるようになっていった。恥
ずかしがり屋の性格が克服され、積極的な行動に慣れた。	
　2年生が終わり、3年生になる春休みの時、今後の大学生
活について自分なりに考えた。2年生までに単位を 88単位
取得することが出来た。しかし、自分の身に付くまで深く理
解できた授業は少ないと感じた。英語力もまだまだ足りない
と感じた。このまま 3年生になるのは、駄目だと思い、私生

活を変化させた。3年生になり、毎日少しでも英語に触れる
時間を増やした。そのために、新聞、本、マガジン、ニュース、
TED	TALK を活用し、また同様に知識を増やすために大学の
図書館を利用し多く本を読むようにした。
　そして今、私はモナシュ大学に一ヶ月の短期留学中である。
留学期間は一ヶ月と短いが、さらに英語力をアップさせたい。
また様々な異文化を体験したい。日本に帰る一ヶ月後に少し
でも成長した自分を両親、教授、友人達に見せられるように
努力したい。モナシュ大学での英語の授業のクラスメイトは日
本人が少なく、ブラジル人、中国人、イラン人、サウジアラビ
ア人などの仲間と学んでいる。また授業後も、ブラジル人の
クラスメイトと勉強をしたり、英語を使って会話をしたり、週
末に遊びに行ったりしている。モナシュ大学にいる学生は皆、
必死に勉強しているなと感じる。そういう光景を見て、私は最
初、圧倒されて刺激を受けた。いま、充実する日々を送ること
が出来ている。まだ二週間ほどしか経っていないが、ここの生
活がとても気に入っている。残りの3週間をもっと充実した
ものにしたいと思い頑張っている。今のまま単位を取り続けれ
ば、3年生で128単位が取り終わるので、私は来年再び長期
留学したいと思っている。そのためにさらに英語力を高めてい
くと同時にその他の知識力も増やしていきたいと考えている。

モナシュ大学のクレイトンキャンパスでブラジル人、
中国人、サウジアラビア人でサッカーをしたとき

多摩大学グローバルスタディーズ学部 3 年　御影 秋人
多摩大学への入学時と今の自分
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モナシュ大学の休憩ルームで
クラスメイト

（ブラジル人、中国人）

クラスメイト（サウジアラビア人、中国人）での
川下りのとき
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